
■
１
年
半
で
よ
り
充
実
を

　

兵
庫
医
科
大
学
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
て
1
年
半
が
経
ち
ま
し

た
。
標
準
ド
ッ
ク
を
1
日
4
名
、
週
2

日
実
施
と
い
う
さ
さ
や
か
な
出
発
で
、

ド
ッ
ク
受
診
者
も
開
設
当
初
は
月
に
10

名
程
度
で
し
た
が
、
今
で
は
30
名
を
越

す
方
々
に
ご
利
用
を
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
健
診
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、
大
学

病
院
の
医
療
水
準
に
基
づ
く
検
査
と
専

門
医
に
よ
る
丁
寧
な
結
果
説
明
で
す
。

も
し
結
果
に
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、

ご
希
望
に
応
じ
て
当
院
の
専
門
医
を
受

診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
紹
介
致
し
ま

す
。
ま
た
、
郵
送
さ
れ
た
最
終
結
果
を

ご
覧
に
な
っ
て
改
め
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
当
健
診
セ
ン
タ
ー
で
無
料
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す（
完
全
予
約
制
）。

■
エ
ス
コ
ー
ト
が
ご
案
内

　

ド
ッ
ク
当
日
は
高
度
な
医
療
機
器
を
用

い
た
検
査
を
行
う
た
め
、
院
内
各
所
に
移

動
し
ま
す
が
、ど
こ
に
行
け
ば
よ
い
の
か

判
り
づ
ら
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
標
準
ド
ッ
ク
お
よ

び
循
環
器
ド
ッ
ク
を
受
診
者
の
方
に
は

そ
れ
ぞ
れ
に
エ
ス
コ
ー
ト
が
1
名
付
き
、

院
内
を
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
新
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場

　

今
ま
で
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら

の
ご
要
望
を
も
と
に
、
本
年（
2
0
1
0
年
）

4
月
か
ら
新
た
な
ド
ッ
ク
、
検
診
・
オ
プ

シ
ョ
ン
項
目
を
設
け
ま
し
た
。
中
で
も
現

在
標
準
ド
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
、狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
循
環
器
疾
患
の

危
険
性
を
検
査
す
る
循
環
器
ド
ッ
ク
を
新

た
に
単
独
ド
ッ
ク
と
し
て
、
ま
た
、
時
間
が

な
い
方
か
ら
は
簡
略
化
さ
れ
た
短
時
間
ド
ッ

ク
の
要
望
が
多
か
っ
た
た
め
、単
独
ド
ッ
ク

と
し
て
プ
チ
ド
ッ
ク
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
標
準
ド
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン

に
口
腔
内
全
体
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
歯
科
口

腔
検
診
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
単
独
で

も
、他
の
ド
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

の
組
合
せ
で
も
受
診
可
能
な
肺
が
ん
検
診

（
C
T
検
査
と
喀
痰
細
胞
診
）を
新
設
、
子

宮
が
ん
検
診
に
は
経
膣
超
音
波
を
用
い
た

画
像
診
断
に
今
話
題
の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
検
査
も
任
意
で
追
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
採
血
や
尿
検
査
等
で
簡
単

に
実
施
で
き
る
、
肝
機
能
セ
ッ
ト
、
腎

機
能
セ
ッ
ト
、
ピ
ロ
リ
菌
セ
ッ
ト
、
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
セ
ッ
ト
、
リ
ウ
マ
チ
セ
ッ

ト
、
甲
状
腺
機
能
セ
ッ
ト
と
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
迅
速
検
査
セ
ッ
ト
も

新
た
に
用
意
し
、
質
・
量
と
も
に
充
実

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

■
定
期
的
な
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を

　

健
診
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
万
一

の
病
気
を
そ
の
芽
の
段
階
で
摘
み
と
る

こ
と
で
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
、
日
常
の
診
療
や
検
査
、

教
育
、
研
究
な
ど
多
忙
な
中
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
自
身
な
ら
び
に
ご
家
族
の
健
康
の
た

め
、
ぜ
ひ
定
期
的
な
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

健
診
に
関
し
て
の
ご
質
問
な
ど
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

■
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

電
話
：
0
7
9
8-

4
5-

6
1
3
2

　
　

　
　

 
（
直
通
）

　

受
付
時
間
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

9
時
～
16
時　
　
　

　
　
　
　
　
　

第
1
・
3
・
5
土
曜
日

　
　
　
　
　
　

9
時
～
12
時

　

※
直
接
ご
来
院
の
上
で
ご
予
約
・

　
　

お
問
い
合
わ
せ
を
さ
れ
る
場
合

　
　

は
、
健
診
セ
ン
タ
ー
受
付（
1
号

　
　

館
13
階
）ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

　

※
ご
予
約
時
に
は
受
診
者
の
住
所
・

　
　

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

　
　

が
必
要
で
す
。

　

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
ご
希
望
の

　
　

場
合
は
ご
予
約
の
際
に
合
わ
せ

　
　

て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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定
期
健
診
で
病
気
の
早
期
発
見
を

～
4
月
よ
り
新
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
し
ま
し
た
～

小柴　賢洋
健診センター長

メタボ Q&A

健診センター受付健診センター待合室

小中学生の腹囲基準と大人の腹囲基準は異なりま
すが、他の判定基準は同じです。特に最近、肥満
気味の子どもが増えています。子どもの肥満の
70％は成人肥満に移行するといわれています。
メタボ対策は子どもでも必要です。

子どもにもメタボってあるの？Q．

A．

内臓脂肪はたまりやすいのですが、皮下脂肪に比
べて減りやすくもあります。適度な運動を続ける、
バランスのとれた食事を心掛ける、などで内臓脂
肪を減らすことが可能です。

内臓脂肪を減らす方法はあるの？Q．

A．

日本人の3大死因のうちの心臓病、脳卒中を引き起
こす要因「動脈硬化」になりやすくなる、または症
状を急速に進行させることになりやすいからです。

どうしてメタボリックシンドロームになると
いけないの？Q．

A．

日本では腹囲（おなか周り）が男性で85ｃｍ、女
性が90ｃｍ以上で、血糖値、血圧、脂質のうち2
つ以上が基準値を超えていないかで判断します。

何を基準にすればいいの？Q．

A．

「内臓脂肪型肥満」に高血糖、高血圧、脂質のうちい
ずれか2つ以上の症状を併せ持った状態です。

メタボリックシンドロームって何？Q．

A．



　

子
供
た
ち
の
健
康
に
影
響
を
与
え
る
化

学
物
質
な
ど
の
環
境
要
因
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
環
境
省
は
平
成
23
年
1
月
よ
り
全

国
規
模
の
調
査
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
通
称
は﹁
エ
コ
チ
ル
調
査
﹂で
す
。

　

全
国
で
約
10
万
人
を
対
象
に
、
妊
娠
中
か

ら
13
歳
に
な
る
ま
で
追
跡
し
て
、
ア
レ
ル

ギ
ー
や
喘
息
な
ど
の
免
疫
分
野
、肥
満
な
ど

の
内
分
泌
分
野
、
心
臓
疾
患
や
ダ
ウ
ン
症
な

ど
の
先
天
奇
形
分
野
、
そ
の
ほ
か
精
神
神
経

発
達
分
野
、
妊
娠
・
生
殖
分
野
な
ど
か
ら
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

　

兵
庫
医
科
大
学
も
全
国
で
15
地
域
の
ユ

ニ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
の
1
つ
と
し
て
選
定
さ

れ
、
尼
崎
市
に
在
住
の
妊
婦
さ
ん
と
出
生
さ

れ
た
お
子
さ
ん
を
対
象
に
調
査
を
行
う
予

　

平
成
22
年
6
月
1
日
、
篠
山
病
院
は﹁
さ
さ
や
ま

医
療
セ
ン
タ
ー
﹂と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

平
成
9
年
、
当
時
の
国
立
篠
山
病
院
を
兵
庫
医
科

大
学
病
院
が
引
き
継
ぎ
、
平
成
11
年
6
月
に
は
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
、
9
月
に
は
老
人
保

健
施
設
を
開
設
し
、丹
波
・
篠
山
地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
高
度
医
療
や
救
急
医
療
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
病
院
新
築
に
伴
い
、
最
新
鋭
の
医
療
機

器
を
備
え
、
従
来
か
ら
の
特
殊
専
門
外
来
も
充
実
さ

せ
、
周
辺
医
療
機
関
と
の
地
域
連
携
を
よ
り
密
に
行

う
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
に
よ
り
一
層
の
安
心
を
お

伝
え
で
き
る
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
由
緒
あ
る
こ
の
篠
山
の

地
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
愛
さ
れ
続
け
ら
れ
ま
す

よ
う
、ス
タ
ッ
フ
一
同
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
か
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

定
で
す
。
公
衆
衛
生
学
の
島 

正
之
主
任
教

授
を
中
心
に
兵
庫
医
科
大
学
病
院
の
産
婦
人

科
、
小
児
科
は
も
と
よ
り
、
阪
神
地
域
の
医

療
機
関
を
通
じ
て
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
妊
娠

中
の
お
母
さ
ん
に
ご
協
力
を
得
て
、ま
ず
は

お
母
さ
ん
の
健
康
状
態
、
出
産
後
は
お
子
さ

ん
の
出
生
時
、
1
ヶ
月
と
6
ヶ
月
か
ら
13
歳

に
達
す
る
ま
で
、長
期
に
わ
た
っ
て
定
期
的

に
生
活
習
慣
や
健
康
状
態
を
調
べ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
の
分
析
・
解
析
に
よ

り
、
環
境
が
お
子
さ
ん
の
成
長
や
発
達
に
与

え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
、
次
代
を
担
う
子

供
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
の
実
現
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
82
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら
最
優

秀
作
品
１
点
を
選
考
し
、
一
部
修
正
し
た
も
の
を

当
施
設
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、﹁
篠
山
市
は
兵
庫
県
下
で

も
豊
か
な
自
然
の
産
物
で
あ
ふ
れ
る
瑞
々
し
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、自
然
と
の
共

生
を
テ
ー
マ
に
、医
療
が
よ
り
一
層
篠
山
の
人
々
に

と
っ
て
身
近
な
存
在
と
な
る
よ
う
、生
命
力
溢
れ
る

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
﹂で
す
。

　

篠
山
市
の
花
で
あ
る

﹁
さ
さ
ゆ
り
﹂が
描
く
柔

ら
か
な
曲
線
は
、
市
の

頭
文
字﹁
S
﹂表
現
し
て

く
れ
ま
し
た
。

※1　標準ドックに循環器ドックをオプションとして組み合わせた時の料金

※2・※3　ヒトパピローマウィルスを追加したときの料金

開催日 テーマ 講演者

6月  9日（水） 貧血について 総合診療科　学内講師 
團野　大介

6月23日（水） 慢性腎臓病と糖尿病 腎・透析科　学内講師 
名波　正義

7月14日（水） 炎症性腸疾患 下部消化管科　助教 
吉田　幸治

7月28日（水） 肺がんの話 呼吸器・RCU科　准教授   
福岡　和也

8月18日（水） お口の健康は歯周病予防から 歯科口腔外科　歯科衛生士   
木﨑　久美子

お問い合わせ先 兵庫医科大学病院　地域医療・総合相談センター
電話番号：0798-45-6035（直通）

10号館3階　第3会議室　15：00～16：30
申込み不要、参加費不要

開催場所・時間

市民健康講座のお知らせ  「くすりの話」

　かぜ薬を飲んだあと眠くなることがあります。これは、おもに抗ヒ
スタミン薬の「副作用」です。鼻水やくしゃみをおさえるのが「主作用」
ですが、本来の使用目的である「主作用」と望ましくない「副作用」、くす
りはどちらの作用も持っています。
　副作用の原因は、くすりの性質、患者さんの体質や体調、使いかたの
誤りなど、さまざまです。症状には、軽い眠気など、仮眠をとる、車の
運転は避けるといった対処ですむものもあります。いっぽうで、その
くすりを使いつづけると危険な副作用もあります。また、治療を優先
して医師が様子を見ながら使用することもあります。
　いずれの場合も、くすりを使っていていつもと違う症状が出たら、
まず医師や薬剤師に相談してください。

ぐあいが悪いのはくすりのせい？

～
子
供
の
健
康
に
影
響
を
与
え
る
環
境
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
～

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

子
供
の
健
康
と
環
境
に
関
す
る

全
国
調
査
へ
の
取
り
組
み

人
間
ド
ッ
ク
詳
細

さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー

間
も
な
く
開
院

基本ドック 実施曜日 料金（円）

標準ドック
内科診察、眼底、眼圧、胃カメ
ラまたは胃透視、腹部超音波、
胸部X線、心電図、血液検査、
尿検査等

月・木
午前 49,350

循環器ドック
内科診察、心臓緒音波、頸動脈
超音波、運動負荷試験、血管脈
波、血液検査等

月・木
午後

46,200
（※1）33,600

プチドック 内科診察、心電図、胸部X線、
眼底、血液検査、尿検査等

火・水・金
午後 19,950

オプション検査 単独検査
として

オプション
料金（円）

単独検査
料金（円）

マンモグラフィー検査
乳がんの早期発見に！

火・水・金
午前 6,300 7,140

子宮がん検診
子宮がんの早期発見に！ご希望により、ヒ
トパピローマウィルス検査も実施します。

火・水・金
午前

9,450
（※2）16,650

11,110
（※3）19,580

脳MRI
脳血管障害の早期発見に！ ― 22,050 ―

骨密度測定
骨粗鬆症の早期発見に！

火・水・金
午前 4,200 4,940

腫瘍マーカー検査
各種がんの補助的診断として有効です。

火・水・金
午前 7,560 15,380

歯科口腔検診
むし歯、歯周病など、お口の中の定期診断。 ― 16,000 ―

肺がん検診
CTと喀痰検査を組み合わせた検査で、早
期発見に有効です。

火・水・金
午前 25,400 29,920

肝機能セット
食べすぎ、飲みすぎ、体がだるい。採血だ
けの短時間検査です。

火・水・金
午前 ― 4,410

腎機能セット
じん疾患の多くは自覚症状が出にくいで
す。採血と採尿だけの簡単な検査です。

火・水・金
午前 ― 4,660

ピロリ菌セット
胃炎、胃潰瘍、胃がんなどピロリ菌が原因
となっている可能性があります。血液検
査だけで調べます。

火・水・金
　午前 6,650 7,820

甲状腺機能セット
ホルモンバランスが崩れると症状が出や
すくなります。血液検査で調べます。

火・水・金
午前 6,800 8,010

リウマチセット
関節リウマチは治療可能な疾患です。早
期の発見が重要です。

火・水・金
午前 5,150 6,060

PET／CT検査
がんの早期発見に有効です。検査日と健
診日が異なります。

― 100,000 ―
PET



診
療
内
容

　

小
児
外
科
は
、新
生
児
か
ら
15
歳
ま
で
の
外
科
治

療
を
専
門
と
し
た
診
療
部
門
で
す
。
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、

陰
嚢
水
腫
、
停
留
睾
丸
、
臍
ヘ
ル
ニ
ア
と
い
っ
た
日

常
よ
く
見
ら
れ
る
疾
患
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
児

の
消
化
器
・
呼
吸
器
・
悪
性
腫
瘍
な
ど
の
多
く
の
疾

患
に
対
す
る
外
科
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

急
性
虫
垂
炎
、
腸
重
積
症
、
異
物
誤
飲
と
い
っ
た
小

児
救
急
疾
患
に
対
す
る
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、夜
間
、休
日
を
問
わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

専
門
分
野
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
新
生
児
外
科

 

新
生
児
集
中
治
療
室（
N
I
C
U
）と
連
携
し
て
、

周
産
期
医
療
に
お
け
る
外
科
治
療
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
食
道
閉
鎖
症
、
腸
閉
鎖
症
、
鎖
肛
、
消
化
管
穿

孔
、
腹
壁
破
裂
な
ど
の
緊
急
性
の
高
い
新
生
児
外
科

診
療
内
容
・
専
門
分
野

　

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児
集
中
治
療
室
）と
は
早
産
や

疾
患
を
抱
え
た
赤
ち
ゃ
ん
を
受
け
入
れ
る
急
性

期
病
棟
で
す
。
集
中
治
療
を
必
要
と
す
る
様
々
な

病
気
の
新
生
児
が
入
院
さ
れ
て
お
り
、
1
号
館
6

階
北
病
棟
に
あ
り
ま
す
。
当
施
設
は
1
9
8
9
年

に
開
設
さ
れ
て
以
来
、
兵
庫
県
阪
神
地
区
唯
一
の

母
子
合
併
症
疾
患
対
応
可
能
の
地
域
周
産
期
セ
ン

タ
ー
と
し
て
産
婦
人
科
と
と
も
に
地
域
周
産
期
に

従
事
し
て
き
ま
し

た
。
2
0
0
7
年
に

受
け
入
れ
体
制
強
化

の
た
め
移
転
、
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
12
床
、
Ｇ
Ｃ
Ｕ

12
床
と
増
床
改
装
し

看
護
ス
タ
ッ
フ
も
2

倍
に
増
員
と
な
り
ま

疾
患
に
も
、
即
座
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
出
生
前
に
診
断
さ
れ
た
小
児
外
科
疾

患
に
対
し
て
は
、
産
科
や
新
生
児
科
と
連
携
し
て
周

産
期
管
理
に
参
加
し
、
出
生
直
後
か
ら
の
外
科
治
療

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
特
に
先
天
性
横
隔
膜
ヘ
ル
ニ

ア
や
嚢
胞
性
肺
疾
患
と
い
っ
た
生
後
早
期
か
ら
呼
吸

不
全
を
呈
す
る
疾
患
に
お
い
て
は
、
特
殊
な
人
工
呼

吸
器
に
よ
る
人
工
換
気
療
法
や
一
酸
化
窒
素
吸
入
療

法
な
ど
の
最
新
の
呼
吸
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
乳
幼
児
外
科

　

急
性
虫
垂
炎
や
腸
重
積
症
と
い
っ
た
日
常
よ
く
み

る
疾
患
ば
か
り
で
な
く
、胆
道
閉
鎖
症
、胆
道
拡
張
症
、

ヒ
ル
シ
ュ
ス
プ
ル
ン
グ
病
、
嚢
胞
性
肺
疾
患
、
小
児
が

ん（
神
経
芽
腫
、
腎
芽
腫
、
肝
芽
腫
）、
な
ど
の
高
い
専

門
性
を
要
す
る
疾
患
の
外
科
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
疾
患
で
は
、
手
術
だ
け
で
な
く
長
期
の
経

過
観
察
が
重
要
で
す
の
で
、
小
児
科
を
は
じ
め
と
し

た
関
連
各
科
と
も
連
携
し
て
、
病
態
に
応
じ
た
綿
密
な

治
療
と
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
な
い
、
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
た
。
安
心
安
全
最
良
の
優
し
い
医
療
を
目
指
し

良
き
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
モ
ッ
ト
ー
に
診
療
に
の

ぞ
ん
で
い
ま
す
。

■
母
体
合
併
疾
患
児

　

様
々
な
合
併
疾
患（
糖
尿
病
や
膠
原
病
、内
分
泌

疾
患
、精
神
疾
患
な
ど
）を
お
持
ち
の
お
母
さ
ま
や
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
緊
急
入
院
さ
れ
た
重
症
疾

患
、
心
疾
患
、
脳
外
科
疾
患
な
ど
の
母
体
か
ら
出

生
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

■
ハ
イ
リ
ス
ク
新
生
児

　

当
科
で
出
生
さ
れ
た
正
常
新
生
児
は
通
常
は
新

生
児
室
に
入
院
さ
れ
ま
す
が
、
全
例
に
新
生
児
科

医
に
よ
る
入
院
診
、
退
院
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
過
中
に
呼
吸
障
害
、
感
染
症
、
嘔
吐
な
ど
治
療
が

必
要
と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
適
宜
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
て

入
院
加
療
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
産
婦
人
科
、

小
児
科
か
ら
の
新
生
児
疾
患
搬
送
受
け
入
れ
も
行
っ

て
お
り
、
当
院
医
師
に
よ
る
重
症
例
で
の
新
生
児

搬
送
や
緊
急
出
産
の
分
娩
立
会
い
も
可
能
で
す
。

■
小
児
の
内
視
鏡
外
科

　

身
体
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
手

術
に
よ
る
傷
跡
に
悩
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、内
視

鏡
外
科
手
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
内

視
鏡
外
科
手
術
は
成
人
領
域
で
は
急
速
に
普
及
し
て

一
般
的
な
治
療
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、小
児
で

の
適
応
は
ま
だ
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

当
科
で
は
小
児
専
用
の
手
術
器
具
を
使
用
し
て
、
安

全
性
を
最
優
先
に
し
た
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
実
施
し
て
い
る
主
な
内
視
鏡
外
科
手
術
は
、
鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア
根
治
術
、
虫
垂
切
除
術
、
腸
重
積
症
手
術
、

胃
瘻
造
設
術
、脾
臓
摘
出
術
、胆
嚢
摘
出
術
、メ
ッ
ケ

ル
憩
室
切
除
術
、
漏
斗
胸
手
術
な
ど
で
す
。
最
近
で

は
、
よ
り
傷
の
目
立
た
な
い
単
孔
式
手
術
な
ど
、
最

■
早
期
産
児

　

早
期
産
児
、
低
出
生
体
重
児
の
方
が
多
く
入
院

さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
母
体
搬
送
例
や
母
体
紹
介

で
入
院
中
の
母
体
切
迫
早
産
、前
置
胎
盤
、妊
娠
高

血
圧
症
の
方
か
ら
出
生
さ
れ
た
超
低
出
生
体
重
児

や
多
胎
の
赤
ち
ゃ
ん
の
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
は
当
院
で
研
修
し
た
の
ち
国
内
の

総
合
周
産
期
セ
ン
タ
ー
に
国
内
留
学
し
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
行
い
、
子
宮
内
感
染
症
と
慢
性
肺
疾
患

の
予
防
や
脳
室
周
囲
白
質
軟
化
症
の
病
因
解
明
、

新
生
児
免
疫
の
研
究
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

■
新
生
児
外
科
症
例

　

消
化
管
閉
鎖
や
、水
腎
症
、水
頭
症
な
ど
新
生
児

期
に
手
術
が
必
要
な
お
子
様
も
小
児
外
科
、
泌
尿

器
外
科
、
脳
神
経
外
科
の
協
力
と
と
も
に
診
療
し

て
い
ま
す
。
横
隔
膜
ヘ
ル
ニ
ア
や
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｍ
な
ど

胎
児
診
断
、
胎
児
治
療
さ
れ
た
お
子
様
の
ご
家
族

に
も
、疾
患
に
精
通
し
た
産
婦
人
科
医
、小
児
外
科

医
、看
護
師
、福
祉
部
と
も
生
ま
れ
る
前
か
ら
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。
一
酸

先
端
の
手
術
手
技
も
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

■
日
帰
り
手
術
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
2
月
よ
り
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
や
臍
ヘ
ル
ニ

ア
な
ど
の
小
手
術
に
お
い
て
、
日
帰
り
手
術
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
患
児
・
ご
家
族
の
負
担
軽
減

や
、
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は

生
後
４
ヶ
月
以
降
で
、こ
れ
ま
で
に
大
き
な
ご
病
気
を

さ
れ
て
い
な
い
方
が
適
応
と
な
り
ま
す
。
手
術
当
日

の
朝
８
時
に
来
院
し
て
頂
き
、午
前
中
に
手
術
を
し
て
、

経
過
が
順
調
で
あ
れ
ば
夕
方
に
は
帰
宅
し
て
頂
い
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
術
後
の
経
過
に
よ
っ
て
は
入
院

し
て
頂
く
事
も
あ
り
ま
す
し
、帰
宅
さ
れ
た
後
に
問
題

が
生
じ
て
も
、直
ち
に
対
応
で
き
ま
す
の
で
安
心
で
す
。

化
窒
素
吸
入
療
法
、
血
液
浄
化
療
法
、
腹
膜
透
析
な

ど
重
篤
な
集
中
治
療
疾
患
に
も
対
応
が
可
能
で
す
。

■
染
色
体
疾
患
、遺
伝
疾
患

　

産
婦
人
科
、
臨
床
遺
伝
部
と
と
も
に
き
め
細
や

か
な
対
応
を
心
掛
け
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

■
外
来
診
療

1
か
月
検
診
：
当
院
産
婦
人
科
で
出
生
さ
れ
た
お

子
様
全
員
に
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
保
健

所
と
も
連
携
を
行
い
安
心
し
て
育
児
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来
：
ハ
イ
リ
ス
ク
新
生
児
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
卒
業
生
の
成
長
発
達
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
一
般
小
児

外
来
、小
児
神
経
外
来
や
内
分
泌
外
来
、地
域
療
育

機
関
と
も
連
携
を
と
り
ま
す
。

在
宅
外
来
：
退
院
し
て
か
ら
も
医
療
ケ
ア
が
必
要

な
お
子
様
に
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
入
院
中
か
ら
児
の
疾
患

乳児に対する胸腔鏡手術

小児外科スタッフと新生児病棟
の師長さん・主任さん

ベッドサイドのカンファレンス

虫垂炎に対する単孔式手術

小児外科スタッフと
小児科病棟の師長さん

や
ケ
ア
や
ご
家
族
の
状
況
に
、院
内
関
連
部
署（
小

児
科
外
来
、小
児
科
病
棟
、在
宅
指
導
部
、リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
、
医
療
社
会
福
祉
部
な
ど
）と

協
力
し
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
地
域
在
宅
医

療
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
や
地
域
保
健
師
、訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
安
全
な
家
庭
で
の

生
活
を
め
ざ
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
退

院
後
も
児
の
病
状
の
変
化
や
ご
家
族
の
状
況
を
配

慮
し
適
切
な
医
療
が
行
え
る
よ
う
小
児
科
医
師
と

と
も
に
診
療
に
臨
ん

で
い
ま
す
。

小
児
外
科

N
I
C
U

診療の実績　（２００９年１月～１２月）

ＮＩＣＵの診療実績　
（２００９年１月～１２月）

主要疾患
体表疾患：鼠径ヘルニア・臍ヘルニア、皮下腫瘤、頸嚢胞・瘻孔、リンパ管腫・血管腫、他
胸部疾患：漏斗胸、食道閉鎖症、横隔膜ヘルニア、肺嚢胞性疾患、他
腹部疾患：消化管閉鎖、直腸肛門奇形、ヒルシュスプルング病、メッケル憩室、胃食道逆流
　　　　　症、食道裂孔ヘルニア、胆道閉鎖症、胆道拡張症、腹壁破裂、新生児消化管穿孔、他
小児生殖器系疾患：卵巣嚢腫、卵巣腫瘍、停留睾丸、他
救急疾患：急性虫垂炎、ヘルニア嵌頓、腸重積症、異物誤飲、他
悪性疾患：膵腫瘍 脾腫瘍、他

手術件数：348例
体表・頚部の疾患：16、鼠径ヘルニア：84 （うち腹腔鏡下手術48）、臍ヘルニア：13
肺・縦隔、胸壁の疾患：10、胃・食道疾患：18、消化管疾患：33、肝・胆・膵疾患：	3
腫瘍性疾患：2（膵腫瘍1、脾臓腫瘍1）、中心静脈ルート作成抜去：97
新生児手術件数：15、内視鏡外科手術件数：88

 

年間入院数………………………………130件
人工呼吸器症例……………………………50件
1500ｇ未満の極低出生体重児……30件以上

入院時の急性期処置



  

http://www.huhs.ac.jp

網膜硝子体手術等
順位 手術数 糖尿病網膜症 常勤医数 主な医師

10位 384 150 4 池田誠宏 木村直樹

食道がん手術
順位 手術数 内視鏡 化学放射線 常勤医数 主な医師名

17位 15 18 29 1 藤原由規

子宮がん手術
順位 手術数 頸がん 体がん 常勤医数 主な医師名

3位 91 60 31 3 小森慎二 鍔本浩志

がん放射線治療
順位 新規患者数 常勤医数 常勤技師 常勤物理士

8位 632 3 6 1

肝胆膵がん手術
順位 手術数 原発性肝がん 転移性肝がん 胆道がん 膵がん

10位 117 50 21 25 21

週刊朝日ＭＯＯＫ 手術数でわかる いい病院 2010で
兵庫医科大学病院の診療実績が紹介されました

手術数等：2008年1月～12月―前号からの続き―地方別データ：近畿

看護師・助産師募集

人材対策室


